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1. 研究背景・目的 

熱を電気に変える熱電発電は、現在は捨てら

れることの多い熱を有効利用できることから、

注目を集めている。本研究ではカーボンナノチ

ューブ(以下：CNT)が巨大なゼーベック効果を

持ち[1]、熱電材料として優れた特性を持つこと

に着目する。CNT はナノスケールであり、単

体での取り扱いが困難であるため、本研究では

CNT と取り扱いの容易である紙を複合し、

CNT 複合紙[2]として熱電発電素子の開発を行

う。通常大気中でCNTは p型の特性を示すが、

ドーピングによって n 型の複合紙も作製可能

である。そこで、p型複合紙と n型複合紙を接

合し、熱電発電を行う。以前の報告[3]では、CNT

及びパルプの適する比率やCNT複合紙のn型

ドーピングに使うドーパントの濃度につて検

討し、熱電性能の向上を試みたが、CNT 複合

紙の抵抗値が高く、大きな電力を取り出すこと

が出来なかった。そこで、今回は、CNT 複合

紙の抵抗値を下げ、起電力を向上させることで

取り出す電力を増加させることを目的とする。

今回は、複合紙の構造の変更と、複合紙を n

型ドーピングし、複数接合した際の結果につい

て報告する。 

2. 実験方法 

 CNT 複合紙は和紙作りに用いられる紙漉き

法を利用して作製する。純水 60 ml に単層

CNT 30 mgと分散剤 140 mgを加え、超音波

を照射し CNT分散液を作製し、純水 15 mlに

パルプ 150 mlを加えたパルプ分散液と混合す

る。紙漉きにより水分を取り除いたあとに熱プ

レスを行い、加圧・整形を行い、2 cm×4.5 cm

の複合紙を 4枚作製する。作製した複合紙の半

数にドーパントを滴下し、n型ドーピングを行

う。ドーパントには CNT複合紙 1 cm2につき

0.1 M の水酸化カリウム(KOH)とクラウンエ

ーテルをそれぞれ 0.2 mlずつ用いた。その後、

CNT 複合紙(p 型)と n型ドーピングした CNT

複合紙(n 型)の端を交互に接合し、上に重ねる

構造(Fig. 1)にしたのち熱電性能の評価を行っ

た。 

3. 実験結果 

 横軸を複合紙に与えた温度差[K]、縦軸を発

生した起電力[mV]とした実験結果を Fig. 2に

示す。前回の報告での構造に変更を行うことで、

起電力の増加及び抵抗値の低減に成功し、電力

の増加を確認できた。詳細については講演にて

報告する。 
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Fig. 1 Structure of thermoelectric power generation 
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Fig. 2 Thermoelectromotive force of samples 
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